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ヒトを対象にした文献を、作物に、機能性成分（アミロース、β－グルカン、β－コングルシニンなど）、疾患（空腹時血糖異常 (IFG)、hyperglycemia 、

diabetes 糖尿病、高脂血症など）やそのマーカー（GI （glycemic index）、グリセミック指数、血糖値、血中コレステロール値、インシュリン、GR 

(glycemic response)、iAUC（incremental area under the curve）、BMI）などをキーワードとして、複数の文献検索サイト（PubMed、Web of Knowledge(Web 

of Science)、 J-DreamⅢ、CiNii articles など）で検索し、文献情報として整理した。コメ文献から着手し、以下に３月までにとりまとめた情報

を記載した。順次更新する予定である。 
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結果 結論

コメ sec
ond
mea
l
effe
ct

任意抽出横
断研究

Glycemic and insulinemic
responses to breakfast and
succeeding second meal in
type 2 diabetics

Hettiaratchi, U. P.

K.; Ekanayake,

Sagarika; Welihinda,

Jayantha; et al.

Department of Biochemistry,
Faculty of Medical Sciences,
University of Sri Jayewardenepura,
Department of Biochemistry and
Molecular Biology,
Faculty of Medicine, University of
Colombo

Nugego
da,
Colomb
o, Sri
Lanka

Int J
Diabetes
Dev Ctries
31(4):199–
206

2011 II型糖尿病患者の血糖応答
とインシュリン応答における
３つの低GI朝食の標準昼食
に対する影響のパラメーター
を決定すること

年齢　40–62 歳
BMI: 25±2
kg/m2、空腹時血
糖 126–200 mg/dL
metformin のみの
服用者で実験の３
６時間目に服用を
やめる

11 chickpea, red rice,
atta roti (whore
wheat flour with
coconut scraping)

朝食として ゆでた ひ
よこ豆, レッドライス
(AT 353) atta roti 、
and the standard
lunch was red rice
(AT 353) with
accompaniments. 10
–
12 h overnight fast

テスト３日間、
標準２日間を４
－６週中に行
い、２つの実験
間で7–10 日間
の間隔をあけ
る。

25 g 糖質
250 mL
水　１５分
以内に摂
取

食後 30, 45, 60,

90, 120, 150 、

180 分 後の血液

(0.5–1.0 mL)

テスト３日
間、標準２
日間

GI, Insulinemic Indices
(II) は白パンを標準とし
て計算 (GI) 。朝食のGI
は incremental area
under curve (IAUC) の
標準との比から計算し
た。

GI, II, Serum
glucose

患者の
空腹時
血糖の
変動係
数 (CV)
5–18%.

ひよこ豆の血糖値のピークはレッドライス(p=0.0321)やroti
(p=0.0019)、パン(p=0.0001)と比べて著しく低かった。 ひよこ
豆GI（グリセミック値）(40±7)　は、コメ（64±11）、roti （88±
9）に比べて著しく低かった。II型糖尿病患者のGI値は健常者
と比べて大きな差異はなかった(p>0.05)。 II(インシュリン指
数)はひよこ豆76± 13、コメ90±20、roti　115±28であっ
た。GIとIIは一次相関がみられた。

低いGI値は食事の多量栄養素に由来し、
今回の実験の朝食はそれに続く昼食のGI
やIIを低下させる効果はなかった。

コメ rice
amyl
ose
GI

The effect of amylose
content on insulin and
glucose responses to
ingested rice

Goddard MS, Young

G, Marcus R.
Medical Center, Palo Alto, and the
Department of Medicine, Stanford
University School of Medicine,

Stanfor
d, CA.
USA

Am J Clin
Nutr.
Mar;39(3):3
88-92.

1984 6364775 コメのグルコースやインシュ
リン反応に対するアミロース
やアミノペクチンの効果を評
価すること

健常者 (16男  17
女, 27－ 81 (平均
62)体重body mass
index (6)  20%以
内。グルコース耐
性が正常のもの
（criteria of The
National Diabetes
Data Group）

33 １） ロングライス
(Labelle) 23 ‐25%
アミロース 75 ‐
77% アミロペクチン
2) ミディアムグレイ
ンライス (Pecos)
14－17% アミロー
ス83－ 86% アミロ
ペクチン, 3) ス
ウィートライス
(Mochi gome)  0%
アミロース 100% ア
ミロペクチン. 高アミ
ロース含有のコメ
は高レベルの
starch lipids
complexed と低レ
ベルの  nonstarch
lipidsを含む。.

１） ロングライス (Labelle) 23 ‐25%アミロース
75 ‐ 77% アミロペクチン 2) ミディアムグレイ
ンライス (Pecos)  14－17% アミロース83－
86% アミロペクチン, 3) スウィートライス
(Mochi gome)  0% アミロース 100% アミロペ
クチン. 高アミロース含有のコメは高レベルの
starch lipids complexed と低レベルの
nonstarch lipidsを含む。.

離れた１－２週
間

50 g 糖質 １８０分 The glucose and
insulin responses

高アミロースのコメはアミロース0%のコメに比べて３０分の血
糖反応が著しく低く、１８０分までにもっとゆるやかに低下し
た。さらにインシュリンレベルは３０分と６０分、３時間以上の
結果でも高アミロースのコメは著しく低かった。

高アミロースのコメは消化を遅らせ、炭水
化物の吸収を抑える要因が存在すること
が示唆される。食物繊維や表面積に差異
はないことから、ほかのファクターが原因と
考えられる。それらは高アミロースのコメに
存在するアミロースやアミロペクチンや資
質でんぷんの複合体への加水分解酵素
の違いなどが含まれる。

コメ Identification of a Major
Genetic Determinant of
Glycaemic Index in Rice

M. A. Fitzgerald &

S. Rahman & A. P.

Resurreccion & J.

Concepcion & V.

D. Daygon & S. S.

Dipti & K. A. Kabir

& B. Klingner & M.

K. Morell & A. R.

Bird

Int Rice Res Inst, Grain Qual Nutr
& Postharvest

Metro
Manila,
Philippi
nes

Rice (2011)
4:66–74

2011 伝統的な品種や改変したも
のを含む多くの品種における
GI値の決定とin vivoのGI予
測法の確立

volunteers実験前
１０h時間空腹

10-12 Oryza sativa L.
IR65, IR24, IR64,
IR8, BD192
(Bangladesh) and
Samba Mahsuri (
India).  BD192以外
は２００８年の 乾期
2008
International Rice
Research Institute
in the Philippines.

Grain was harvested at maturity, stored for
6 weeks to equilibrate for moisture
content, then 150 g was dehulled (THU35A
Test Husker, Satake) and polished
(Grainman 60- 230-60-2AT, Grain
Machinery Mfg. Corp.). BD192 was obtained
from the Genetic Resources Centre of the
Bangladesh Rice Research Institute (BRRI)
and grown in both the Aman and Boro
seasons at BRRI. Grain was harvested at
maturity, dehulled (THU35A Test Husker,
Satake) and polished using a home-made
polisher.

(glucose drink) or
reference food (rice)
over 12 min, and
then, changes in
circulating levels of
blood glucose were
measured over the
following 2 h.

50 g 糖質  (IAUC)  GI 血糖値　GI ２３５品種を用いてin vitro GI推定法と従来のGI値を測定し比
較した結果GI値は多くの多様性が見られた。

in vitro GI推定法で新たな広範囲のGIを
測定したところ、従来法との強い相関がみ
られたのでこの簡易型のGI測定によって
今後の育種に役立つと考えられる。

コメ rice メタア
ナリシ
ス

前向きコ
ホート

White rice consumption
and risk of type 2 diabetes:
meta-analysis and
systematic review

Emily A Hu
research
assistant 1, An
Pan research
fellow 1,
Vasanti Malik
research fellow
1, Qi Sun
instructor in
medicine 1

Department of Nutrition, Harvard
School of Public Health,
Channing Laboratory, Department
of Medicine, Brigham and Women’
s Hospital and Harvard Medical
School

Boston,
USA.

BMJ 2012
344: e1454

2012 22422870 白米摂取とII型糖尿病 のリ
スクの関連性に関するエビ
デンスの概要と潜在的用量-
反応関係の数値化

35284人（アジア系
（日本人、中国
人）、白人、II型糖
尿病、年齢４－２２
歳）

13284 a
random
effects
model

アジア系（３－４回/日）は西洋人（白２回/週）よりも平均白米摂取
量高かった。蓄積された相対リスクは西洋人が1.12(0.94-1.33)に
対し、アジア系は白米摂取量の最も低いアジア人人口に対し

1.55(95%の信頼区間1.2-2.01)（P=0.038)であった。

白米の高い摂取は、特にアジア系（日本
人と中国人）においては、Ⅱ型糖尿病のリ
スク増大に著しく関与している。
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コメ 横断研究 Effects of pre-germinated

brown rice on blood
glucose and lipid levels in
free-living patients with
impaired fasting glucose or
type 2 diabetes.

Hsu TF,

Kise M,
Wang MF,
Ito Y,
Yang MD,
Aoto H,

Yoshihara R,
Yokoyama J,
Kunii D,
Yamamoto S
.

Institute of Health Biosciences,

The University of Tokushima

Tokush

ima,
Japan

J Nutr Sci

Vitaminol
(Tokyo).
2008;54:16
3–8.

2008 18490847 空腹時血糖異常 (IFG) や II

型糖尿病患者の血糖値や脂
質濃度に対する白米発と芽
玄米の効果の比較

６男  5 女 空腹時

血糖異常 (IFG) や
II型糖尿病患者

11 ２週間間隔　白米

(WR) 発芽玄米
(PGBR)

6週間 一日調理済

みの白米か
発芽玄米３
袋 (180 g/
袋)

血液  0, 6, 8

14時間

血糖　脂質濃度 血清の空腹時血糖、フルクトアミン、総コレステロース値、脂

質は発芽玄米で好転したが白米ではその効果はなかった。

発芽玄米を含む食事は血糖を制御できる

コメ メタア
ナリシ
ス

cross-
sectional
associations

Dietary patterns based on
carbohydrate nutrition are
associated with the risk for
diabetes and dyslipidemia.

Song SJ, Lee
JE, Paik HY,
Park MS, Song
YJ.

Department of Food and Nutrition,
Seoul National University

Seoul
151-
742,
Korea

Nutr Res
Pract. 2012
Aug;6(4):34
9-56

2012 22977690 韓国の成人における炭水化
物の量や質における最大の
多様性を説明する食事のパ
ターンの確認と、これらの食

事パターンと脂質代謝異常
や糖尿病の代謝のリスクと
の関連性を調査すること

3,795 男  5,930 女
２０歳以上　（the
Fourth Korea
National Health

and Nutrition
Examination
Survey）

9725 食事の記録 食事のパターンは１）コメを含む多様な食物を採るバランスの
とれた食事と２）野菜や肉、果物の少ないコメに偏ったものの
２種類に分類された。どちらも相当のの炭水化物を含むが、」
GI値は違っていた。コメに偏った食事は男性の高トリグリセリ

ド血と男女ともにリポたんぱくコレステロールの低い値に強く
関連していた。バランスのとれた食事には脂質代謝異常や
糖尿病の罹患には関連はなかったが、平均以上のエネル
ギー摂取の男性は糖尿病の罹患の低下がみられた。

韓国の成人における炭水化物摂取の量や
質に基づき２つの食事のパターンを導き出
した。バランスのと採れた食事では、摂取
カロリーが多くても糖尿病のリスクは低下

するが、コメに偏った食事では脂質代謝異
常のリスクが高まる関連性があった。白米
単独ではなく、他の食物とともに炭水化物
栄養に基づく食事パターンが考慮されるべ
きである。

コメ cross-
sectional
associations

Dietary patterns and levels
of blood pressure and
serum lipids in a Japanese
population

Sadakane A,
Tsutsumi A,
Gotoh T,
Ishikawa S,
Ojima T, Kario

K, Nakamura Y,
Kayaba K.

Department of Public Health, Jichi
Medical University

Tochigi
329-
0498,
Japan

J Epidemiol.
2008;18(2):
58-67.

2008 18403855 日本人の血圧のレベルと脂
質のと食事のパターンの関
連性を評価する

日本人 40-69 歳 ６８８６
（血圧）
７６４１
（血中
の脂

質）

Dietary patterns

were identified from a

food frequency

questionnaire by

factor analysis.

Associations

between dietary

patterns and blood

pressure and serum

lipids were examined

after taking potential

confounders into

account

野菜、肉、西洋化の３種類の食事パターンが確認された。男
性では肉食のパターンが高いHDLコレステロールと低いLDL
コレステロールに関連していた。西洋化では総コレステロー
ルとLDLコレステロールが高かった。女性では野菜のパター
ンは心臓収縮、拡張期血圧、脈圧の低下と高いLDLコレステ

ロール値に関連していた。肉食は高い総コレステロールと
HDLコレステロールに関連していた。西洋化では高い総コレ
ステロールとLDL 、HDLコレステロールに関連し、西洋化が
最も低いと、高い収縮期血圧と拡張期血圧に関連していた。

食事のパターンは日本人の、特に女性の
心血管疾患のリスク要因に関連していた。

コメ コホート White rice, brown rice, and
risk of type 2 diabetes in
US men and women.

Sun Q,
Spiegelman D,
van Dam RM,
Holmes MD,
Malik VS,

Willett WC, Hu
FB.

Department of Nutrition, Harvard
School of Public Health,

Boston,
MA
02115,
USA

Arch Intern
Med. 2010
Jun
14;170(11):
961-9.

2010 20548009 白米と玄米摂取とII型糖尿病
の」リスクとの関連性を調査
する

アメリカ人　健常者
男性３９７６５　女性
１５７４６３　年齢２
６－８７歳

3,318,1
96件中
10,507
件

２－４年間 multivariate
adjustment for age
and other lifestyle
and dietary risk
factors,

白米の高摂取はⅡ型糖尿病と関連があった。Ⅱ型糖尿病の
蓄積された相対的リスクは月一回以上週５回未満と比べて
1.17 (1.02, 1.36) (95% 信頼区間)であった。これに対して玄
米摂取では. 月一回以上週２回未満0.89 (0.81, 0.97) (95%
信頼区間)であった。われわれは玄米を白米摂取を50g/日

（一日の３分の一の摂取量相当）に置き換えると16%(95% 信
頼区間)、全粒米なら36% (95% 信頼区間)Ⅱ型糖尿病の」リ
スクを低下させることができると推定した。

白米の玄米を含む全粒米への置換はⅡ型
糖尿病のリスクを軽減することが可能であ
る。Ⅱ型糖尿病を避けるためには精製され
たコメより全粒米から短瀬宇井化物を摂取
することを推奨する。

コメ Substituting White Rice
with Brown Rice for 16

Weeks Does Not
Substantially Affect
Metabolic Risk Factors in
Middle-Aged Chinese Men
and Women with Diabetes

or a High Risk for Diabetes

Zhang G, Pan A,
Zong G, Yu Z,

Wu H, Chen X,
Tang L, Feng Y,
Zhou H, Chen
X, Li H, Hong B,
Malik VS,

Willett WC,
Spiegelman D,
Hu FB, Lin X.

Key Laboratory of Nutrition and
Metabolism, Institute for

Nutritional Sciences, Shanghai
Institutes for Biological Sciences,
Chinese Academy of Sciences and
Graduate School of the Chinese
Academy of Sciences

Shangh
ai,

China

J. Nutr.
141: 1685-

1690

2011 21795429 白米を玄米に置き換えたとき
の代謝リスクファクターに対

する効果の検証

糖尿病または糖尿
病のハイリスクをも

つ中年成人 WR (n
= 101) or BR
group (n = 101)

202 白米　玄米 16週間 Metabolic risk
markers, BMI, 胴

囲, 血圧, 糖化ヘ
モグロビン, 血中
脂質, 血糖, イン
シュリン

血中LDLはWR群はBR群に比べて減少した(P = 0.02)が、そ
れ以外はどのマーカーも２つの群で差異はなかった。しかしこ

の効果は糖尿病の４７人しかみられず、HDLの減少は
BR(14.9%) がWR(6.9%) (P = 0.07).よりほんのわずかばかり
高かった。糖尿病患者のうち、BR群では収縮期血圧のかな
りの低下がWR群よりみられた(P = 0.02)。

日常の食事への１６週間の玄米の置き換
えによっての代謝リスクファクターに大きな

改善は見られなかった。玄米の糖尿病改
善の効果について、多様なコメを用いた
もっと多くの集団で長期間の追跡調査が
必要である。


